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令和8年1月22日（木）～27日（火） 会期中無休
開廊時間：午前11時～午後7時（最終日27日は午後5時まで）
作家在廊日：1月22日（木）～24日（土）

矢野直人 展　唐津 名護屋よりⅤ

昭和51年 唐津市に生まれる
平成 6年 五年間アメリカ留学
平成14年 佐賀県立有田窯業大学校 卒業
平成15年 佐賀県立有田窯業大学校 嘱託講師 
平成16年 自宅 殿山窯にて作陶始める
平成20年 韓国 蔚山にて六ヶ月作陶
平成27年 割竹式登窯 築窯

陶歴

公式

店主 安田尚史

　早いもので、弊廊での唐津焼の矢野直人展も節目の五回目を迎える事が出来ました。
これもひとえに、毎回、素敵な作品を作ってくださる矢野さんと、矢野作品を愛して止
まないお客様の賜物であると心より感謝申し上げます。誠に有難うございます。
　私が初めて矢野さんとお目にかかったのは、平成 24年に弊廊で開催した二回目の唐津
焼グループ展の折でした。その際、黒唐津のスッとした瓢型の花入をご出品され、その
端正な佇まいが鮮烈で一眼で気に入った事が思い出されます。初めてお目にかかった若
かりし矢野さんの実直なお姿も印象的でした。あれから14年の月日が流れ、矢野さんも
今年、半白（五十歳）の歳を迎え、ご同慶の至りに存じます。まだまだ至らぬ私も齢を重
ねるわけですね・・・。
   さて、メインビジュアル用にと送っていただいた裏面の絵唐津の茶碗は、これまでの
矢野茶碗にはない新たな雰囲気を醸し出していました。熊川風の形に柔らかい薬がかか
り、おっとりとした花の絵と高台の土味も矢野さんらしい一風あるものでした。くだん
の黒唐津の花入も、本展では、同手の徳利(↑)として、ご出品いただきます。その他、正
月も顧みず、会期のギリギリまで窯を焚きますと仰って頂いた最新作、約 100点を展観
いたします。大寒の候の寒い時期で恐縮ですが、どうかご清覧を頂ければ嬉しゅうござ
います。




